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  《 2月25日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》     

  

     ＊来年度予定については、決定次第お知らせ致します。 

《
第
六
回
学
習
会
》 

 
 

 
 

 
 

 
中
・
西
播
磨
支
部 

 

令
和
元
年
一
二
月
一
四
日(

土)

、
兵
庫

縣
姫
路
護
國
神
社
参
集
殿
に
お
い
て
、
定

例
の
学
習
会
を
実
施
し
た
。
～
御
代
替
り

に
鑑
み
「
歴
代
聖
上
の
御
事
」
～
帝
と
そ

の
時
代
～ 

を
テ
ー
マ
に
、
本
日
は
今
年

度
最
終
の
回
、
第
六
回
目
「
近
世
」 

(

大
正
天
皇
・
昭
和
天
皇)

と
題
し
て
、
土

肥
清
明
常
任
幹
事
が
講
師
を
務
め
る
。 

 

大
正
天
皇
の
御
代
に
つ
い
て
は
、
ご
年

譜
、
即
位
式
勅
語(

大
正
四
年
一
一
月
一

〇
日)

を
は
じ
め
、
近
接
す
る
加
古
川
市

日
岡
山
山
上
か
ら
の
、
大
正
期
に
お
け
る

播
磨
平
野
に
て
実
施
さ
れ
た
陸
軍
大
演
習

の
天
覧
さ
れ
た
め
ず
ら
し
い
資
料
も
紹

介
。
ま
た
、
大
正
の
時
代
に
発
生
し
た
あ

の
忌
ま
わ
し
い
関
東
大
震
災
。
そ
の
際
に

発
布
さ
れ
た
『
国
民
精
神
作
興
二
関
ス
ル

詔
書
』
な
ど
も
詳
し
く
解
説
を
う
け
る
。

大
正
天
皇
の
ご
体
調
が
強
健
で
な
か
っ
た

為
に
御
世
は
一
四
年
と
比
較
的
短
か
っ
た

が
、
熱
く
語
っ
て
も
ら
っ
た
。 

 

 

昭
和
天
皇
に
つ
い
て
も
ご
年
譜
、
即
位

式
勅
語(

昭
和
三
年
一
一
月
一
〇
日)

を
、

同
じ
く
紹
介
。
特
に
、
昭
和
の
御
世
で
は

大
東
亜
戦
争
終
結
時
の
苦
渋
の
御
前
会
議

(

昭
和
二
〇
年
八
月
一
〇
日)

、
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
受
諾
に
至
る
ご
聖
断
を
そ
の
場
に
立

ち
会
う
か
の
ご
と
き
臨
場
感
を
連
想
さ
せ

る
説
明
と
資
料
は
当
日
の
聴
講
者
に
大
い

な
る
感
動
を
与
え
た
。
（
左
側
写
真
は
、

第
六
回
学
習
会
皆
勤
表
彰
の
様
子
） 



 
私
た
ち
日
本
は
永
い
皇
室
と
の
歴
史
が

存
在
す
る
。
ご
存
じ
の
通
り
、
統
治
で
は

な
く
安
寧
と
繁
栄
が
祈
ら
れ
て
き
た
。
ま

さ
に
そ
れ
は
天
皇
と
民
の
紐
帯
の
関
係
と

い
わ
れ
る
。
い
つ
し
か
国
の
基
底
を
つ
く

り
、
誇
り
、
尊
厳
と
な
っ
て
世
界
に
類
の

な
い
国
柄
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
貴
重

な
資
料
で
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
本
日

の
講
師
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。 

 

本
日
は
一
二
月
一
四
日
、
こ
の
播
州
地

方
で
は
赤
穂
市
に
お
い
て
「
義
士
祭
」
が

盛
大
に
行
わ
れ
る
。
そ
れ
と
重
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
が
、
四

二
名
の
参
加
を
い
た
だ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

(

事
務
局 

井
上)

 

 

《
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
、

御
来
県
》 

 

平
成
七
年
一
月
一
七
日
阪
神
淡
路
大
震

災
か
ら
二
五
年
。 

兵
庫
県
で
は
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下

が
、
兵
庫
県
公
館
で
催
行
さ
れ
ま
し
た

「
震
災
二
五
年
追
悼
式
典
」
に
ご
臨
席
な

さ
い
ま
し
た
。
歌
会
始
の
後
に
も
関
わ
ら

ず
そ
の
日
に
、
御
来
県
な
さ
い
ま
し
た
。 

 

伊
丹
空
港
で
は
少
人
数
な
が
ら
も
両
殿

下
の
奉
迎
を
催
行
し
、
神
戸
で
は
兵
庫
県

公
館
前
に
お
き
ま
し
て
「
奉
迎 

秋
篠
宮

皇
嗣
同
妃
両
殿
下
、
御
来
県
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
手
作
り
で
書
か
れ
た
横

断
幕
を
集
ま
っ
た
方
々
と
一
緒
に
持
ち
、

国
旗
を
配
り
準
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
呼

び
掛
け
に
応
じ
、
延
べ
四
〇
〇
名
ほ
ど
の

生
田
中
学
校
の
生
徒
、
神
戸
幼
稚
園
の
園

児
ら
も
、
先
生
達
の
引
率
で
参
加
し
賑
や

か
奉
迎
と
な
り
ま
し
た
。
に
こ
や
か
に
微

笑
ま
れ
る
両
殿
下
の
お
車
が
お
越
し
に

な
っ
た
際
、
私
た
ち
は
元
気
よ
く
「
御
来

県
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
掛
け

声
を
あ
わ
せ
て
、
国
旗
を
振
り
な
が
ら
お

迎
え
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

(

江
原)

 
  

 

《
「
令
和
二
年
神
戸
新
成
人
の
集

い
」
街
頭
活
動
》 

 
令
和
二
年
一
月
一
三
日
（
月
曜
・
祝

日
）
、
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
に
て

「
令
和
二
年 
神
戸
市
成
人
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
、
華
や
か
な
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ

姿
の
新
成
人
約
九
、
〇
〇
〇
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
「
美
し

い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
兵
庫
県
民
の

会
」
で
は
会
場
前
に
て
「
あ
り
が
と
う
自

衛
隊
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
併
せ
た
テ
ィ

シ
ュ
を
二
五
〇
枚
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

チ
ラ
シ
だ
け
だ
と
、
中
々
受
け
取
っ
て

も
ら
え
な
い
け
ど
、
「
あ
り
が
と
う
自
衛

隊
さ
ん
」
の
テ
ィ
シ
ュ
が
付
い
て
い
る

と
、
可
愛
い
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
、
多
く
の

成
人
式
に
参
加
さ
れ
る
方
々
か
ら
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
「
テ
ィ
シ
ュ
欲

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
手
に
と
っ
て
も
ら

え
ま
し
た
。 

当
日
は
四
名
で
配
布
を
い
た
し
ま
し
た
が

お
陰
さ
ま
で
用
意
し
た
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
す
べ
て
は
け
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
の

準
備
お
よ
び
当
日
の
ご
奉
仕
頂
き
ま
し
た

方
々
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 
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